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研究成果の概要（和文）：セネガル保健省とともに、同国で初めての臨床看護師のコンピテンシー評価尺度を開
発した。 また、セネガルの全ての公立看護師養成学校で現状調査を実施し、教育の質を担保する規制文書は比
較的整備されているものの、それを実施する組織体制やインフラの不備、関係者の能力不足等の課題を明らかに
した。これらの結果をもとに、教員の能力強化への取り組み、保健省が保健人材養成を実施する意義の再考、限
られた資源を有効活用するためのプラットフォームの活用などを、セネガル保健省へ提言した。これらの結果を
まとめた英文学術論文を執筆した。

研究成果の概要（英文）：The first competency assessment tool for clinical nurses in Senegal was 
developed. The critical bottle necks of national schools of nursing in Senegal were identified, such
 as weak administrative structure to implement education policies in each school. Based on the 
research findings, capacity strengthening toward  teachers in national school of nursing, strong 
monitoring and supervision system by  ministry of health, establishment of platform to utilize 
limited resources were recommended to the Ministry of Health in Senegal. We are finalizing to write 
an academic paper which will soon be submitted to English journal. 

研究分野： 国際保健、保健システム、保健人材

キーワード： セネガル　看護師　コンピテンシー　看護師養成学校　保健人材　低中所得国　政策提言　フランス語
圏アフリカ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究でセネガル保健省とともに開発した同国初の臨床看護師のコンピテンシー評価尺度を用いてコンピテンシ
ー評価を行うことで、臨床看護師に対する適切な卒後継続教育を施し、医療サービスの質を改善することができ
る。また、本研究で明らかにした看護師養成学校のおける課題を改善することで、セネガルにおいて、よりコン
ピテンシーの高い看護師を育成することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

世界の人々の健康の実現には、質の高い看護サービスが不可欠である。特に医師不足が深刻な低

所得国では、医療サービスの多くを医師ではなく看護師が担っており、看護師の能力が人々の健

康に与える影響は非常に大きい。高・中所得国においては、コンピテンシーに基づく教育課程の

導入や国家試験によって看護師の質の担保が行われ、また、その効果を定期的に評価することで

卒前教育や卒後教育の改善に反映させている。しかし多くの低所得国ではその限りではなく、コ

ンピテンシーに基づく教育制度や国家試験制度そのものが導入されていても、その評価や研究

が行われないままであることが多い。 

 セネガルでも西アフリカ保健機構の方針に基づき、2008 年から看護基礎教育にコンピテンシ

ーに基づいた内容は導入されていることになっている。しかし臨床看護師のコンピテンシーの

適切な評価尺度が存在せず、これまで一度もセネガル国内の看護師に対し、コンピテンシー評価

が行われていない。さらにセネガルでは、看護師養成学校へのコンピテンシー教育カリキュラム

導入後、国家資格試験の合格率が非常に低下した。毎年、看護師養成学校を卒業した者の数割し

か国家試験に合格していないにも関わらず、その原因は不明のままである。特に看護師養成学校

において、看護師・助産師コンピテンシー教育が適切に実施されているか、その現状や課題を同

定するための調査は、一度も行われたことがない。そのため、看護師養成学校の質の評価と、評

価結果に基づく改善が、セネガル保健省にとって優先度が高い政策課題となっていた。 

 

 

２．研究の目的 

 

① セネガルにおける臨床看護師のコンピテンシー評価尺度を、同国保健省とともに開発す

る。 

② コンピテンシーに基づく看護基礎教育を提供しているはずの看護師養成学校の現状を

調査し、同国の看護師教育の課題を明らかにし、同国保健省に対して効果的な政策を提

言する。 

 

 

３．研究の方法 

 

① 西アフリカ保健機構の規定をもとにセネガル国保健省が作成した、セネガル国看護師に

求めるコンピテンシーの内容を入手、分析する。それをもとにセネガルの臨床看護師の

コンピテンシーを評価する尺度を開発し、セネガル国保健省による臨床看護師対象の定

期評価項目に落とし込む。 

② カリキュラム・臨床実習先・学生・教員・インフラストラクチャーとマネジメントの 5

つの影響因子から構成される卒前教育コンセプチュアルモデル（Johnson et al.）に基

づいて、セネガルの公立看護師養成学校の現状を確認する調査票を作成する。その調査

票を用いて、セネガル国内の全ての公立看護師養成学校を訪問して現状を視察するとと



もに、校長・事務長・教員に対して半構造化インタビューを行う。これにより卒前教育

の環境を明らかにし、教育の質の現状と課題を質的に分析する。 

 
 
４．研究成果 
 

① 研究開始一年以内で COVID19の世界的な流行がおき、セネガル在住の日本人研究協力者

の緊急避難帰国や、セネガル・日本双方での入国制限やセネガル国内の移動制限などが

起きた。そのため、当初の研究実施計画に沿った研究遂行に時間を要した。しかしその

間に、セネガル国看護師に求めるコンピテンシーの内容を入手、分析を行った。それに

基づき研究期間の後半には、セネガルネガル保健省とともに、同国初めての臨床看護師

のコンピテンシー評価尺度を開発することができた。 

② 卒前教育コンセプチュアルモデルの５つの影響因子をセネガルのコンテキストに合わ

せて、規制文書・ガバナンス・機能・人材・財務・インフラ・設備・ロジスティクス・

臨床実習を含むカリキュラム、という９つの影響因子に構成しなおし、調査票を作成し

た。そのうえで、セネガル国内の７校全ての公立看護師養成学校を訪問して現状を視察

するとともに、校長・事務長・教員の合計５５名に対して半構造化インタビューを行っ

た。その結果、以下のことが明らかになった。すべての学校は 2003年から 2007年の間

に設立され、年間に計 70名の看護師、71名の助産師、30名の准看護師を育成している。

保健省の法令に基づく規制文書やカリキュラム文書は、すべての学校において比較的整

備されていた。しかしながら、それらの文書の内容を実践する組織体制やインフラや関

係者の能力が不充分であり、すべての学校で、整備された文書にかかれている内容どお

りには、教育が提供されていないことが明らかになった。これの結果をもとに、学校長・

事務員・教員それぞれに対し、求められる職務に沿った能力強化への取り組みが重要で

あること、保健省の公立看護師養成学校への監督指導の強化の必要性、看護師教育に関

する限られた人的・財政資源を有効活用するための、学校間プラットフォームの設立な

どを、保健省へ提言した。現在、Current situation and challenges of public nursing 

and midwifery education institutions in Senegalというタイトルで英語論文を執筆

中であり、近々学術誌に投稿する予定である。 
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